
平成29年度第1回 （4月10日 18：00～21：00 三重県薬剤師会館）

出席者：奥田、吉川、武内、谷村、石川、三宅嘉、岸田、中村、松田、高尾、日沖、川瀬、小出、

片山、加藤、福森、三輪、木村、矢下、二村、高井、福永、三宅知、竹内、柳川

欠席者：山本、濵野

１．協議事項

1） 総会資料について

奥田会長より、総会資料について説明があり、内容について協議された。修正は庶務でま

とめることとなった。

2） 平成28年度会計報告案、平成29年度予算について

日置会計理事より説明があり、項目の内容について質疑応答がなされた。予算案について

は、事業計画が確定しないと正式な予算立てができないという矛盾があるが、見込みの事業

計画でまずは組んでいくことについて言及された。

3） 奨励賞受賞候補者について

奥田会長より内容について説明があり、2名に授賞することが決定した。

4) 会則変更について

奥田会長について、以前協議されて反映されていなかった、三重県薬剤師会病診支部に

関する会則記載について説明があり、総会に諮ることが決定された。

5) 日病薬代議員選挙公示について

三宅嘉昭常任理事より、公示の結果立候補は無かったため、会長が選定し、総会に諮るこ

とが提言され、承認された。

6) 平成31年度の実習日程について

木村理事より新コアカリキュラムでの実習仁手について3案提示され、8月中旬を外す案に

ついて賛意が得られた。

7) 共催認定について

松田常任理事より、第5階当会感染制御研究会抗菌薬セミナーベーシックコースA（平成2

9年4月30日開催）、第8回三泗鈴腎と薬剤研究会（平成29年6月8日開催）、第27回東海感染

制御研究会抗菌薬セミナーアドバンスコース（平成29年6月11日開催）の県病薬共催につい

て提示があり、承認された。

8) 認定単位申請が必要となる研修会と申請窓口変更について（一元管理に向けて）

高尾常任理事より、申請窓口について、研修センターと日病薬病院薬学認定について、窓

口を庶務に一元化することについて、マニュアル案とともに提示され、承認された。運用開始

は6月1日申請分からとすることも確認された。

２．報告事項

1） 委員会報告

・薬学教育対応委員会：平成29年度実務実習予定、鈴鹿医療科学大学指導薬剤師向けゼロ

ックスシステム講習会、平成29年度第1回東海地区調整機構委員会・合同会議、鈴鹿医療

科学大学・病院・薬局実務実習連絡協議会、鈴鹿医療科学大学共用試験OSCE評価者養成

講習会参加者リスト、認定実務実習指導薬剤師養成講習会の開催、認定実務実習指導薬剤

師養成ワークショップの開催、認定実務実習指導薬剤師アドバンストWSの開催について報告



された。また、平成31年度のカリキュラム変更にともない、平成29年度は鈴鹿医療科学大学、

保険薬局と協力し伊勢赤十字病院と鈴鹿回生病院で到達度評価や代表的8疾患について簡

単なシミュレーションを行うことが報告された。

・業務委員会：日病薬「平成29年度病院薬剤部門の現状調査」関連施設への協力依頼を行う

こと、平成29年度「MR・MS研修会」の開催計画、平成29年度薬局長会開催計画、平成30年

度診療報酬改定説明会の予定について報告された。

・地区委員会：2月、3月の各地区研修会開催状況について報告された。

・学術研修委員会：後援申請の承認状況（3件）の報告、合同学術大会2017（平成29年11月2

6日鈴鹿医療科学大学開催予定）の第1回実行委員会（平成29年3月18日）報告、平成29年

度事業計画案について報告された。また、生涯研修認定証の交付申請手続きについて4月28

日までに地区委員に申請することが示された。

・専門部会統括委員会：日病薬病院薬学認定薬剤制度対象研修会の開催状況、申請状況に

ついて報告された。共催研修会開催状況（4件）について報告された。

・薬物療法部会：妊婦授乳婦認定薬剤師養成講習会（第1回平成29年2月2日 参加者20名、

第2回平成29年3月2日 参加者12名、第3回平成29年6月8日）の開催、委員の増員が決定し

たことが報告された。合同学術大会2017の専門薬剤師養成講習会について企画立案中であ

ることが示された。また、PCフォーラム三重第148例会について共催承認。

・感染制御部会：事業計画について提示された。

・褥瘡研修部会：褥瘡に関与する薬剤師の現況調査アンケートを配布予定（締め切り4月21

日）であることが示された。

・庶務より、次月理事会予定ついて示された。日程変更について可能かどうか検討することと

なり、持ち回りとすることとなった。


